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笠岡市教育委員会６月定例会 会議録

議事録署名委員 教育委員 藤 谷 幸 弘

教育委員 西 﨑 倫 子

会議録を調製した職員 松 尾 千 鶴

１ 開 会 年 月 日 令和６年６月２８日（金） 午後３時０４分

２ 場 所 笠岡市教育委員会会議室

３ 出席委員等の

氏名

教育長 大重 義法

委員 藤谷 幸弘 東山 琴子 西﨑 倫子 杉本 和歳

４ 欠席委員の氏名 なし

５ 会議に出席した

者の職・氏名

教育総務課長 松尾 千鶴

学校教育課長 後藤 嘉孝

生涯学習課長 古宮 奈美子

スポーツ推進課長 土屋 武之

給食センター所長 山本 英司

こども育成課長 仁井名敏文

生涯学習課参事 安東 康宏

教育総務課課長補佐 藤代 幸弘

６ 付議案件及び

議決状況

議案第 17 号 笠岡市幼稚園副食費助成金交付要綱の

一部を改正する要綱について

議案第 18 号 公民館運営審議会委員の委嘱について

議案第 19 号 笠岡市図書館協議会委員の委嘱につい

て

報告第 ３号 笠岡市立竹喬美術館協議会委員の委嘱

について

報告第 ４号 笠岡市学校給食センター運営委員の委

嘱について

協議報告事項 別議案紙のとおり

７ 会議の状況 別紙のとおり

８ 閉会年月日 令和６年６月２８日（金） 午後４時５２分
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会 議 の 状 況

１ 開 会 （大重教育長）

私の方からまず，私自身の紹介も含めて挨拶をさせていただけたらと思います。こ

の６月７日付で教育長として着任させていただきました，大重義法と申します。私は

元々は笠岡市内の中学校で，理科の教員として勤めさせていただいたのですが，３校

勤めさせていただいた後，こちらの笠岡市の教育委員会の学校教育課に９年間勤めさ

せていただいて，その後は県教委に１２年間勤めさせていただきました。生徒指導や

教職員の人事に関わる部分，岡山教育事務所や総合教育センターのような所でも所長

職や課長職等をさせていただいています。昨年度は久しぶりに笠岡に帰って来て金浦

小学校の校長，そしてこの４月からは笠岡東中学校の校長ということだったのです

が，２ヶ月で教育長にということで，着任させていただいているということです。今

申し上げましたように，色々な所で色々な経験をさせていただいており，笠岡への関

わりという部分も非常に大きい部分が今まであったので，教育課題は山積してはいる

のですが，教育委員の皆様方のお力をお借りして，是非良い方向に向けていけたらと

思っていますので，よろしくお願いします。

２ 前回議事録（定例会）の報告 （藤代課長補佐）

令和６年５月定例会

令和６年５月１７日（金）午後２時２分から，教育委員会会議室で開催

出席者は，藤谷委員，東山委員，西﨑委員，杉本委員

審議案件は８議案

・議案第１１号 学校運営協議会委員の委嘱又は任命について

・議案第１２号 笠岡市文化財保護委員の委嘱について

・議案第１３号 笠岡市社会教育委員の委嘱について

・議案第１４号 公民館運営審議会委員の委嘱について

・議案第１５号 笠岡市学校給食センター運営委員会委員の委嘱及び任命につい

て

・議案第１６号 笠岡市教育委員会教育長の辞職同意について

・報告第 １号 教育長の専決処分した感謝状の贈呈について

・報告第 ２号 笠岡市立カブトガニ博物館運営委員会委員の委嘱について

閉会は，同日の午後４時８分

３ 教育長の報告（挨拶）

私は就任以来，笠岡で学びたい，そして笠岡で学んで良かったという風に思っても

らえるような教育をしっかり進めていきたいと思っています。そのためには，教育と
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いうものは基本的に相手は人であります。いかにその気にさせていくかということが

非常に大事であるということです。本日は机上にお配りしていますが，これは今日，

午前中に校園長会で，校園長の方に示して，「その気にさせるアクション」を，教育

委員会事務局ではこれをキャッチフレーズにやっていこうと進めています。今後ＡＩ

の進歩とかグローバル化の進展とか，急激に変化し予測不可能な社会を生きていく力

というものをしっかり育成していく必要があります。そのためには，自分で考えて自

分で判断し，そして他者と協働しながら解決していく力というものを育成していく必

要があるので，こうした力を日々の授業や活動の中でしっかりつけていく必要があり

ます。例えば授業という部分においては，考え「たい」であるとか話し合い「たい」

であるとか，ここで「たい」というものが非常にポイントで，子ども達に学びをしっ

かり委ねていくということも，令和の日本型教育の中で言われている部分ではありま

す。子ども達を中心に据えていきながら学びをしっかり委ねていくということを言わ

れていますが，子ども達自身がこういうことをしたいという気持ちになっていくよう

な関わりというものをしっかりしていく必要があります。なおかつ，授業で身につけ

た力を，地域の探究活動とか児童会・生徒会活動とか，様々な活動の中でそれを使い

こなしていく中でも，「たい」をしっかり発揮していくのだと，そこをしっかり動か

していくことが大事だという話を，今日午前中，校園長の方にさせていただいていま

す。そのためには，これらを支える取組として，生徒指導であったり特別支援のこと

であったり，長欠・不登校も含めてですが，色々なことを未然に防止したり，早期に

対応をしてしっかりやっていくということとか，あらゆる取組のベースとして，危機

管理とか不祥事の防止とかをやっていく必要があるのだということを，今日共有した

ところです。今後笠岡市内の教育全般においても，こういったことを大事にしながら

進めていきたいという気持ちを持っているので，折に触れてしっかり全面に出して，

取組を進めていけたらと思っています。以上で私からの報告，挨拶とさせていただき

ます。それでは，今日の議題等も色々ありますが，忌憚のない意見をいただきながら

より充実させていきたいと思っているので，よろしくお願いします。

４ 議事録署名人の指名（藤谷委員，西﨑委員）

５ 議 事

議案第１７号 笠岡市幼稚園副食費助成金交付要綱の一部を改正する要綱について

（こども育成課）

仁井名課長 資料議１７－１から議１７－３をご覧ください。笠岡市幼稚園副食費助

成金交付要綱の一部を改正するものです。まず，この要綱の元々の趣旨で

すが，幼稚園において提供する給食に関し，第３子以降にかかる副食に要

する経費に対し，経済的負担を軽減するため，月額４,７００円を上限とし
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て，市独自に助成金を交付することを規定していました。この４,７００円
に関しては，子ども子育て支援新制度において，国が低所得者世帯等の減

免者を，公定価格として，月額一人あたり４,７００円を上限として，私立
の保育施設に支出する額と同額としています。この度，昨今の物価高騰の

影響から，国において令和６年４月より，その公定価格を４,７００円から

４,８００円に増額改訂するよう規定されたため，本要綱の変更を行おうと

するものです。この変更ですが，昨年６月にも同理由で４,５００円から

４,７００円に増額改訂したばかりであり，１年での再改訂となっていま
す。そのため，この度の改正から今後の変更に備え，基準となる公定価格

が記載してある根拠法令そのものを参照するような記述に変更していま

す。具体的には，議１７－３の新旧対象表のとおりの変更を行おうとする

ものです。要綱への上限金額の直接記載をやめ，「但し，特定教育保育，

特別利用保育，特別利用教育，特定地域型保育，特別利用地域型保育，特

定利用地域型保育及び特例保育に要する費用の額の算定に関する基準等で

規定されている合算額を上限とする」という，根拠法令を参照する記述へ

の変更を行っています。なお，この要綱改正ですが，公布の日から施行

し，令和６年４月１日から適用することとしています。変更は以上となり

ます。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，議案第１７号についてはご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

議案第１８号 公民館運営審議会委員の委嘱について（生涯学習課）

古宮課長 資料議１８－１から議１８－３をご覧ください。公民館運営審議会委員

の委嘱を教育委員会にて行っていますが，前回の定例会以降，推薦団体等

の役員が決定し，公民館職員等候補者推薦委員会にて推薦・選出した候補

者から順次お諮りするものです。いずれも任期は２年で，委嘱日を令和６

年４月１日付けとするものです。議１８－２に，北木西公民館の運営審議

会委員名簿を示しています。議１８－３は，関係法令を添付しています。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，議案第１８号についてはご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

議案第１９号 笠岡市図書館協議会委員の委嘱について（生涯学習課）
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古宮課長 資料議１９－１から議１９－３をご覧ください。笠岡市図書館協議会委

員の任期が，令和６年６月３０日をもって任期満了となることに伴い，選

出団体から次期委員を選出いただきました。議１９－２の名簿のとおり，

新任が５名，再任５名の計１０名を当該委員に委嘱することをお諮りする

ものです。任期は，令和６年７月１日から令和８年６月３０日までの２年

間となります。なお，議１９－３は参考の関係法令です。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，議案第１９号についてはご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

報告第３号 笠岡市立竹喬美術館協議会委員の委嘱について（生涯学習課）

古宮課長 資料報３－１から報３－３をご覧ください。竹喬美術館の協議会委員と

いうことで，竹喬美術館における各種事業の実施に関する審議・意見をい

ただく協議会の構成員です。委員は定数１０名以内で組織するとされてお

り，この度２年の任期途中で，資料でお示しの団体，幼・小・中学校園長

会から，令和６年５月７日で選出委員に変更がありました。任期は前任者

の残任期間，令和６年５月７日から令和６年７月１８日までとすることを

報告します。なお，報３－３は参考の関係法令です。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

藤谷委員 確認なのですが，今回新しく教育委員会として承認するのは，このアン

ダーラインのある方ということで良いですね。

古宮課長 はい，そうです。

大重教育長 他にご意見等はありますか。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，報告第３号についてはご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

報告第４号 笠岡市学校給食センター運営委員の委嘱について（学校給食センター）

山本所長 資料報４－１から報４－３をご覧ください。学校給食センター運営委員

会の委員については５月の委員会でお諮りしたところですが，この度，報

４－２にある，笠岡市医師会から推薦者の変更の報告をいただいたので，

西岡奈穂様に前任者の残任期間について変更させていただくことを報告さ

せていただきます。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）



６

大重教育長 それでは，報告第４号についてはご承認いただけますか。

教育委員 （異議なし）

６ 協議・報告

（１）令和６年度一般会計６月補正予算（教育関係）について（教育総務課）

松尾課長 資料協１－１をご覧ください。教育関係の６月補正で，こちらの表の左

から２列目の，当初予算額の一番下の欄，予算額合計が２２億４,１１２万

円，これに対して，その隣の６月補正予算額として９,２４７万円の増額を
計上しており，表の一番右端の一番下段の６月補正後の予算額合計は２３

億３,３５９万円となっています。この補正額９,２４７万円について，協
１－２をご覧ください。まずその財源ですが，上段の「歳入」の方をご覧

ください。国庫支出金１,９２８万６千円，寄付金１６２万円，繰入金

１,０４０万円，諸収入１００万円，市債２,３４０万円の計５,５７０万

６千円が特定財源となっています。そして補正額の内訳ですが，下段の

「歳出」の方をご覧ください。まず，「教育費」の「教育総務費」です。

「教育振興費」については端末活用を日常化させ，子ども達が自ら学びに

向かい，他者と協働して問題解決する力の育成や，校務のＤＸ化を図るた

めの研修等の費用として，１００万円を計上しています。次に「小学校

費」の「学校管理費」ですが，小学校において電気設備や空調設備等の改

修及び更新，校舎の老朽化改修など，必要な工事を実施するための施設維

持改良工事費として７９０万円，車椅子を利用している児童の移動手段と

して，階段昇降機を購入するための備品購入費として１７４万円，合わせ

て「学校管理費」９６４万円を計上しています。「教育振興費」ですが，

大島小学校への指定寄付を受けたことに伴い，学校から要望のあった電子

黒板を購入するための備品購入費として５０万円，ＧＩＧＡスクール構想

で整備された端末を，年次的に更新を進めるための備品購入費として

２,６４５万円，合わせて「教育振興費」３,６９５万円を計上していま

す。次に「中学校費」の「学校管理費」ですが，小学校費と同様に中学校

においても，必要な工事を実施するための施設維持改良工事費として，

３３０万円を計上しています。「教育振興費」ですが，こちらも小学校費

と同様に，ＧＩＧＡスクール構想で整備された端末の更新を進めるための

備品購入費として，１,３１９万円を計上しています。「学校建設費」です

が，笠岡東中学校において自転車通学の対象範囲を拡大したことに伴い，

自転車置き場を増設するための整備工事費として８１０万円，同じく笠岡

東中学校の運動場のコンテナ撤去に伴い，運動場に倉庫を設置するための

整備工事費として２００万円，合わせて「学校建設費」１,０１０万円を計
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上しています。次に「社会教育費」ですが，「青少年育成費」について，

総合教育相談支援センターの本室を旧今井小学校の２階部分に移転する施

設整備工事費として，８７０万円を計上しています。「公民館費」につい

ては，地区公民館へいただいた指定寄付を充当するために，地区公民館管

理委託料として３１万円を計上しています。続いて「市民会館費」につい

ては，市民会館の受電設備内舞台照明用の変圧器の取り替えを行う施設整

備工事費として，５４３万円を計上しています。「図書館費」について

は，老朽化の見られる外壁全面を改修するための施設修繕工事費として，

１,２５５万円を計上しています。「カブトガニ博物館費」として，笠岡市
のシンボルであるカブトガニをテーマとして，各学校の生徒たちが企画し

た展示・販売・体験企画・発表等を行うカブトガニ祭りの開催のための経

費として，３０万円を計上しています。「竹喬美術館費」については，笠

岡信用組合からの特別展「芸術の都に集った巨匠たち ２０世紀フランス

絵画服部コレクション」への指定の協賛金を活用するための広告料等とし

て，１００万円を計上しています。合わせて，「社会教育費」２,８２９万

円を計上しています。６月補正の説明については以上です。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

東山委員 小学校費の中の階段昇降機なのですけれども，これは今は，車椅子のお

子さんがいらっしゃる学校に取り付けてということだと思うのですが，そ

のお子さんが卒業されてもそこにずっと付けられているものなのか，もし

かしたら他の学校でそういったお子さんが通われるようになった時に，再

利用や付け替えたりなどというのができるようなものなのですか。

松尾課長 これは設置型ではなくて，移動できる可搬型です。現在，笠岡市立の小

中学校で車椅子のお子さんはその児童１人です。その児童が例えば中学校

へ進学する際に，市内の中学校へ行かれる場合は，そちらの中学校へ移動

して使用することができます。もしそうでない場合でも，該当のお子さん

がいらっしゃったら，そこの学校へ持っていって使用できるというもので

す。

東山委員 こういったものは，国から補助とかというものはないのですか。

松尾課長 例えばエレベーターとかの建設費とかになると補助があったりします

が，今回は備品購入となるため，補助はありません。

東山委員 あともう１つあるのですが，旧今井小学校の利活用事業のところなので

すけれども，結構な金額だなと前々から思うのですが，こういったものも

国の補助がないのですか。国も跡地利用で，よく地域で活用するようにと

いうことを言われているかと思うのですが，国からの補助とかでいけるも

のなのかなと思ったりします。
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松尾課長 １階の公民館とまちづくり協議会が入る部分については，そういった補

助金があります。

古宮課長 私が前の職場で，今井小学校の１階の拠点整備ということで関わったの

で，少し説明をしますが，１階部分について補助金は導入するようになっ

ています。補助金の種類としては，単県の財源としているいきいき拠点整

備事業というものになります。そちらへまちづくり協議会という地域運営

組織と，ある意味地域のもう一つの拠点である公民館，その二つを集約す

るということで，そこへ地域の拠点を作るという補助金が導入されるよう

になっています。実際に今，令和６年度に補助金の申請を行っていて，交

付決定を１階部分は受けています。

松尾課長 ただ，それは教育費ではないため，予算が別なので，今説明した金額の

中には含まれていません。

杉本委員 これは何分室と言っていましたか。

大重教育長 総合教育相談支援センターです。

後藤課長 今は本室と分室と２か所あるのですが，本室は耐震基準をクリアしてい

ない建物なので，そこは移築して安全を確保するということを考えていま

す。

松尾課長 今は，笠岡商業高校の前の辺りにあります。

東山委員 いつ頃の予定ですか。もう入られているのですか。

後藤課長 来年度です。

大重教育長 他にご質問等はありませんか。

教育委員 （なし）

（２）令和６年６月笠岡市議会定例会質問・回答について（各担当課）

松尾課長 各担当課よりそれぞれさせていただきたいと思います。

山本所長 資料協２－１は代表質問で，創生みらいを代表して天野議員からの質問

です。市長の所信表明の「子どもを守る」のうち，「４つの無償化，学校

再編の見直しについて尋ねる」の中から，「学校給食費について」ですが

が，基本的には国の動向を確認しながら，本市としても段階的な無償化等

の導入を検討していくという回答になっています。協２－２に資料とし

て，給食費の１食あたりの負担額ですけれども，小学校が１食２９０円，

中学校が３４０円，実際に給食費がどれくらい負担されているのかという

と，小学校では１億２００万円，中学校では６,３００万円，合わせて１億

６,５００万円少々となっています。給食費のうち要保護・準要保護費用

は，５年度は２,５００万円少々となるので，無償化となると実質的に市が

今後負担していく追加の金額としては毎年１億４,０２３万２千円少々とい
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うことになっています。

後藤課長 資料協２－３は同じ創生みらいの天野議員からの質問です。学校再編の

見直しについてということで，市内全体の出生数及び人口推計等を勘案し

ながら，持続可能な教育環境となるよう教育委員会で十分検討をいただけ

たらという回答を市長が回答しています。

山本所長 資料協２－４は讃志会の山本聡議員からの質問で，先ほどの天野議員と

同じ質問の内容のため，４点についてまとめて記載しているので，ご覧い

ただければと思います。

後藤課長 資料協２－５むすびの会の真鍋議員からの質問です。学校規模適正化に

ついて今後の具体的なスケジュールをお尋ねで，教育長が回答していま

す。検討を進めるにあたっては，各地域や保護者の皆様の意見も丁寧に伺

いながら，持続可能な教育環境の確立に向けて取組を進めていきたいと考

えていると回答しています。

協２－６は同じくむすびの会の真鍋議員からの質問で，令和の日本型教

育を，本市においてどのように実現していくのか，具体的なプランやスケ

ジュールについて尋ねるという質問で，教育長が回答しています。本市に

おいては，学校教育ビジョンを設定し，「学びを変える」ことを柱として

授業改善を進めていると回答しています。

続けて，協２－８は同じくむすびの会の真鍋議員の質問です。笠岡市に

おいて，笠岡工業高校の統廃合についてどのように捉えているのか，今後

何らかの対応を考えているのかを尋ねるということで，教育長が答弁をし

ています。本市にとって，笠岡工業高校の存在は大きいと捉えており，さ

らなる戦略的な魅力づくりを進めていただくよう，岡山県教育委員会に提

案したいと考えていると回答しています。

松尾課長 資料協２－１０は代表質問，公明党の齋藤議員の４項目めの教育行政に

ついての質問の中で，小中一貫校の整備にかかる今後の見通しについて，

市長と教育長に質問をされています。市長の答弁ですが，まずは人口の将

来予測等も勘案しながら，市全体の学校配置を見直すべきだと考えてお

り，施設一体型小中一貫教育校の整備に関しても，教育委員会で十分検討

をいただければと思っているという回答でした。教育長の回答ですが，現

在，市内の児童生徒数の現状と今後の推移について再評価しているところ

であり，小中学校の学校規模適正化計画を改訂し，その上で，施設一体型

小中一貫校の必要性についても再検討していき，スピード感を持って，持

続可能な教育環境の整備に向けて取り組みを進めていきたいと考えている

という回答でした。

古宮課長 資料協２－１３は同じく代表質問，公明党齋藤議員の質問で，竹喬美術



１０

館に関するもので，答弁者は教育部長です。笠岡市が目指す竹喬美術館に

ついてということで，今後の運営方針について問われました。本市が目指

す竹喬美術館像は，芸術文化活動の拠点として全国に誇ることができ，本

市の顔となる質の高い美術館です。市場原理を持ち込むのではなく，全て

の人々に開かれた社会教育機関としての立場を尊重しつつ，持続可能な運

営の確保に努めていきたいと考えていると回答しています。

後藤課長 資料協２－１５は個人質問，加藤議員の質問で，答弁は市長です。笠岡

市小中一貫教育推進計画の今後についてということで，まずは人口の将来

予測に基づき，市全体の学校配置を見直すべきだと市長が述べられ，計画

を一時停止する考えを報道陣の取材に対して答えられたことに関して，３

点の質問がありました。まず１点目は，施設一体型小中一貫校の整備につ

いてですが，計画の一時停止についての考えに変わりはありません。市全

体の学校の適正配置について，教育委員会でしっかりと検討していただき

たいと考えている。２点目は，計画とスケジュール策定の方向性について

ですが，人口予測に基づく将来の児童生徒数や学級数に加え，教員数や施

設維持費等，様々な観点で検討を進めていく必要があると認識している。

３点目は，高梁市の小中学校の学校規模適正化計画についてですが，長・

中期的な人口や児童生徒数の将来推計，学校規模や通学距離等，様々な視

点で計画が策定されており，本市における学校規模適正化計画の見直しに

も参考になると考えていると回答されています。

次に，協２－１７は加藤議員からの個人質問で，教育長が回答されてい

ます。４点目は，尽力された関係者，特に地域の皆様への説明責任をどの

ように対処されるかという質問でした。金浦みらい学園，施設一体型の小

中一貫校の整備については再検討することとなり，計画が延期になること

については，現在の計画に関わりご尽力くださった市民・団体の皆様，地

域の皆様に対しては大変心苦しく思っており，今後検討の状況も含め，早

い段階で説明の場を設けていきたいと考えていると回答しています。

古宮課長 資料協２－１８は個人質問，大山議員の質問で，答弁は市長になりま

す。貫閲講堂及び県庁門の今後の方向性はいかがかということで，まず貫

閲講堂については，現時点で早急に解体の決断を下すことはできないと考

えているが，今後は貫閲講堂だけに限定した対応ではなく，大規模公共工

事全体のロードマップを作成する中で，あるべき姿，保存活用の方法を検

討していきたいと考えていると答えています。次に小田県庁門について

は，小田県庁の歴史を伝える遺構として笠岡市の史跡に指定されており，

今後も大切に保存していく方針としていると回答しています。

山本所長 資料協２－２０・協２－２１は井木守議員からの個人質問で，同じく学
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校給食費についてのものになっています。（ア）・（イ）・（ウ）にあるよう

に月額でいくらか，いくらの予算が必要か，いつまでに実現するのかとい

う具体的な質問となっています。回答内容は代表質問と同じものになって

います。

後藤課長 資料協２－２２は村上議員の個人質問で，答弁は教育長です。子育て・

保育・幼児教育を取り巻く環境についてということで，本市における幼児

教育の位置付け，また質の高さについての基準をお尋ねしますという質問

でした。幼児期の教育・保育は，子どもの健全な心身の発達を図りつつ，

生涯にわたる人格形成の基礎を培う大切な時期だと捉えている。幼児教育

の質の判断基準については，教育保育要領に幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿が示されており，それらを踏まえた教育・保育のさらなる質の向

上に向け努めていく所存であると回答しています。

協２－２４は藪田議員の個人質問で，答弁は市長です。子ども育成の施

策について市長の考えを尋ねるということです。就学前施設においては，

五感を働かせながら豊かな自然に触れることを大切にした教育・保育を継

続していきたいと考えている。小中においては，体験・交流・地域探求活

動を通して郷土・笠岡を愛し，誇りを持つ教育が推進されている。地域の

人との関わりを持つ体験活動を今後も大切にしていくという回答です。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

東山委員 課題が山積みだという実感を改めてしながら，気を引き締めて前に進ま

なければいけないと感じました。協２－６のところの，笠岡小学校がリー

ディングＤＸスクール事業の指定を受けられているということで，今度ま

た今年度も学校への視察などがある時に，そういったところで見せていた

だけたら良いのかなと思いました。

後藤課長 まだ視察の計画を考えている段階です。飛島のフリースクールの育海の

生徒達が通っている神島外中学校の方を見ていただきたいと，計画を立て

ているところではありますが，今お話があったので，笠岡小学校も見てい

ただいても良いのかなと思います。

大重教育長 実際の様子を見ていただいたら良いかなと思います。併せて令和の日本

型教育では，子ども達に学びを委ねるということで，いわゆる自由進度学

習ですね，学習の手引きということを元にしながら，子ども達が自分たち

でという姿でやっているので，私自身も今度見に行こうと思いますが，併

せてご計画いただけたらと思います。

藤谷委員 協２－１８に，大山議員が言われている例の貫閲講堂の件です。協２－

１９のところの上から４行目，これは市長の答弁が書かれていますが，今

後は貫閲講堂だけに限定した対応ではなく，大規模公共工事全体のロード
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マップを作成する中で，あるべき姿，保存活用の方法を検討していきたい

と考えていますということは，ここだけ見ても残す方向で検討すると言わ

れているような気がするのですが，そういう認識でよろしいでしょうか。

以前は残すか残さないか，市民の皆さんの意見を広く聞いてくださいとい

うことでアンケートも採られていて，色々検討というか調査されていたの

ですが，そこから少し方向性が変わったような気がするのですけれども，

そこのところはどんな感じなのですか。

安東参事 こちらは解体ということも含めてあるべき姿で，保存する場合はその方

法をというニュアンスです。ただ，現在の市長の選挙の公約の１つとし

て，貫閲講堂について触れられているので，現時点で直ちに解体を決断す

るという状況にはないという，そのことだけをお伝えしているという状況

です。

藤谷委員 今までやっていた市民の色々な意見の集約は，今はどんな進捗状況です

か。

安東参事 アンケートに関しては４００票を目指して進めていました。現在３７１

名の方から３０８件ほどの意見をいただいているので，概ね４００とし

て，これでアンケート調査を打ち切ろうと考えています。その結果という

ものは，また改めてまとめて報告をさせていただきたいと思います。

大重教育長 その他，ご質問・ご意見はありますか。

東山委員 協２－１６のところですが，学校規模適正化計画について，高梁市を参

考にということで，ホームページで拝見しました。考えるメンバーの中に

有識者の方，岡山大学の教授が入られていたりというしっかりしたメンバ

ーがあって，笠岡市の場合，先生方からも出されてここで話し合うのです

が，そういった有識者の方とかの意見を聞くという機会も必要なものなの

かどうなのかという疑問を持ちました。何か考えているところがあれば，

教えていただきたいなと思います。

大重教育長 前回あるいは前々回の学校規模適正化を検討した際，前回も諮問してい

ますが，今回この後どう考えていくのかという部分については，この後次

の項目で資料等も示しますけれども，まずは笠岡市の現状，あるいは今後

がどういう感じなのかということを考えていく中で，まずは事務局でこう

いう形なのかなということを考えさせていただき，教育委員の皆様方とも

相談しながら，まず青写真を描いていくのかなと思っています。しかし，

実際に計画を進めていくということになると，やはり色々な観点で，色々

な角度から検討が必要になってくるので，色々な方々から，専門的な立場

から意見をいただくことを検討する必要はあるのかなと思います。実際ど

ういった方にそれをお願いするかということについては，この後また検討
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が必要かなと思っています。高梁市の結果も見ていただいていますが，笠

岡の現状と比べていった時に，あれをそのまま使える部分もあれば，そう

でない部分もあります。特に小学校の部分は，笠岡の場合は一応各学年２

０人を目安とし，更に減っていった時に複式という部分，そこをどう回避

していくかという，そこのレベルで物事を考えてきているのですが，高梁

の場合は更に減って，複式が２学級になって，１４人というところのレベ

ルで検討しているので，また笠岡とは実情が違うのかなと思います。１０

年先を見据えてと絵を描いているという部分については，かなり参考にな

るかなとは思います。その他，何か委員の皆様からご質問・ご意見はあり

ますか。

教育委員 （なし）

（３）学校規模適正化について（学校教育課）

後藤課長 笠岡市の学校規模適正化についてですが，計画が改定されたのが令和２

年ということで，４年経っている今，市内の児童生徒数の現状と今後の推

移については，かなり状況が変わってきている部分もあるため，もう一度

検討するべきだという意見もたくさんいただいています。ここでもう１

度，基礎資料の方を新しいものに替えて，また説明させていただこうと思

います。前回の教育委員会で，北部エリアの数についてだけ検討している

と伝えましたが，市内全体の様子をまた説明したいと思います。１ページ

をご覧ください。笠岡市の住民登録の人口変動になります。昭和２６年

７万人だった数字が，ずっと減っていって，令和６年５月末現在で４万

４,３８２人となっています。出生数の推移ですが，これは昭和４３年から

ずっと追っていますけれども，直近３年間で言うと，令和３年が１７９

人，令和４年が１７７人，令和５年が１８５人となっています。大体今の

児童生徒数の現状で言うと，１学年の平均を出すと３００人ぐらいです。

この出生数を見ると，今は２００人を切っているような状況ということで

す。各年度の出生児の推移ということで，これは分かりにくいのかもしれ

ないのですが，一番上が平成１０年，次が平成１２年，そして平成１１年

とありますけれども，ずっと下の方へ行くと，一番下が令和３年，緑のグ

ラフはそうですが，その年に生まれた子どもの人数の変化となります。か

なり昔の，平成１０年・１１年あたりはどんどん減っていく感じですが，

ここ最近はその年に生まれた子が少しずつ，若干増えているようなグラフ

にはなっていますけれども，あまり増減はないのかなということで，出生

数が少なければその後減ったり増えたりというのはあまりないのかという

のがこれで分かると思います。２ページをご覧ください。将来の人口推計
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ということで，２０２０年からずっと予測して見ていくと，２０５０年の

数字，３０年後ですけれども，青色が笠岡市の総人口，黒い点々が０歳か

ら１４歳の人口，赤いグラフが若年の女性人口となっています。２０５０

年は２０２５年，令和７年の推計と比べると，約半数となるというのが窺

えます。それから右のグラフですが，これは６歳から１４歳，小学校１年

生から中３までの数となっています。令和６年の数が２,７３４名で，青色
が実数です。令和６年以降に生まれた子ども達の実数をもとに，グラフを

作っています。オレンジは，令和１２年以降の子どもというのはまだ生ま

れてはいないのですが，推計で出しています。令和３３年が，１,１４６人
の見込みとなっています。現在と比べると半数以下となるということが予

測されています。３ページをご覧ください。これは，各校の小学校の児童

数の推移となっています。大口の中央小が今後かなり減少していくのが，

グラフを見ると分かると思います。ちなみに，青色のうっすらした棒グラ

フ，これが市内の全児童数となっています。右の軸が全体の児童数の合

計，左の軸の数が各学校の児童数ということになっています。右側が中学

校の生徒数の推移です。一番上が笠岡東中，次が笠岡西中となっていま

す。４ページをご覧ください。これは各小学校ごとの児童数の推移を，実

際の数字とグラフで表しています。４ページから９ページが小学校となっ

ています。数字が赤色になっていますが，これが２０人を切ると赤色にな

っています。少しめくっていただくと，網掛けになっている所があると思

います。グレーで網掛けになっていますが，複式となる学年に網掛けがか

かっています。学校規模適正化計画の基本方針である，２０人以上で複式

とならないようにというところで，この基本方針に満たない所について

は，赤色であったり網掛けがあったりしています。こう見ると，基本方針

を令和１２年までに満たしているのは，笠岡小と中央小の２校のみとなっ

ています。１０ページをご覧ください。令和１２年度で，それぞれ組み合

わせたらどうなのかというのがこの表になっています。左側が各学校のそ

れぞれの児童数で，右側が組み合わせたらどうかということなのですが，

赤色の数字は

２０人以下で，色がついている所は複式が発生する所ということで，満た

さないのが，新山小学校と吉田小学校を合わせてもこれは複式が発生して

しまいます。同じく北川・新山・吉田も複式が発生しています。城見と陶

山を合わせても，２０人に達しない学年が出てきてしまう，それから大島

と神内も，１学年２０人以下の学級ができてしまっています。もう少しこ

こをしっかり見ていった方が良いと思いますが，１１ページからご覧くだ

さい。今度は中学校です。中学校の基本方針は，学年でクラス替えができ
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るように複数の学級がというところが基本方針ですが，中学校は令和１８

年度までの数字がここに入っています。グラフの方で，笠岡西中学校は青

い線が入っていますが，この青い線が入った所で，１クラスの学年ができ

てしまっているという，この年度からできてしまうという線になっていま

す。それから少しめくっていただいて，１２ページは赤い枠ができていま

すが，この赤い枠より先の学年，赤に入ってくる年度は３学年全てが単学

級になっているということになっています。１４ページをご覧ください。

組み合わせたらどうかというところで，令和１２年，それから令和１８年

度どう組み合わせたら，各学校を組み合わせた数ということで，数字の方

を載せています。ということで，今の現状について説明させていただきま

した。またこれを見て，今後のことについては考えていく必要がある，市

内全体を見て考えていく必要があるのではないかと思っています。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

東山委員 今は令和１２年までの数字で出ているのですが，実際に事を運んでいく

中で，本当は令和１２年よりももっと先の数字も分かれば，計画をずらす

ことなくいけるのだろうなと思いますが，そういったことは数字として予

測になるので，難しいことになるのですか。特に地域の人数というものは

出ないですか。

後藤課長 今出生している数で言うと，数値的にはクリアな数字だとは思います。

ここに上がっている数字というのは確実ではないのですけれども，大体お

およそこれぐらいの数字になるのではないかというのは，予測はできるの

ではないかと，その数字を基に色々考えていくというのは，必要ではない

かとは思います。

大重教育長 よろしいでしょうか。

藤谷委員 これは子どもさんの人数を試算されているのですが，結局笠岡市内に生

まれている０歳児の人が，１５年後には中３になったとして，今笠岡市の

中におられる子どもさんが，何年後に何年生になるという，そういう試算

で出ているのですね。

後藤課長 そういうことです。

藤谷委員 感想というか，非常にこれは難しいのだと思うのです。今東山さんが言

われたように，この先どうなるのだろうと考えた時に，更に減るような感

じもするし，そうなるとどういう形が良いのかというのはなかなか想像で

きないのですが，子どもさんの数を維持するとか増やそうと思うと，教育

委員会だけの問題ではなくて，笠岡市全体の中で，例えば宅地をもっと増

やす，教育委員会の議題ではないと思うのですが，そういうことも一緒に

考えないと非常に難しいと感じます。というのが，自分の子どもを見てい
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ても，結婚しても親と一緒に住みたくないのです。皆がそうだとは言って

いませんが，結婚したら大体親がいる家を出るのです。それで，笠岡市内

に自分が帰る宅地があると，そこに家を建ててそこに住もうとするのです

が，今は笠岡市にはそういう所が少なくて，笠岡市から外に出る子どもさ

んの数が多いような気がするのです。だから，結果的に笠岡市の総人口も

減っているし，子どもの数も減っているような気がしていて，だから，そ

こら辺も一緒に考えないと難しいような気がしているのですが，具体的に

こうしたら良いという，そういう話ではなくて，非常に難しい問題，複雑

な問題だなと感じています。

大重教育長 我々もこの資料を作成していく中で，このグラフで描けている範囲内で

さえ，こんなに減っていっているという状況があるのに，ここから先本当

にどうなっていくのだろうかという，私は教育委員会に入ってこれを見さ

せていただいた時に，本当にショッキングなデータだなと思って見させて

いただきました。そんな状況に先々なっていったら，学校自体だけの話で

はなく，生産年齢人口がぐっと減ってしまう訳ですので，本当に厳しい状

況に追い込まれていくのだろうなということを思います。今藤谷委員さん

が仰ったように，学校をどうこうするということだけの話にはならない部

分ということが当然出てくるだろうなと，これは栗尾市長も，そこの危機

感という部分はかなり持っておられるので，市長部局の方ともしっかり

我々は連携，共働しながら物事を考えていかないといけないのかなという

ことを思っています。今この見えている範囲内でもこれはかなり厳しいな

と思っているのは，この資料の３ページ，先ほどの折れ線グラフと棒グラ

フが出ているこのグラフですね。右側が中学校なのですが，今年度令和６

年度の中学生の総数が，９１８人というのが書いてあります。それが１２

年後の令和１８年に４６０人，これは約半分ですね。だから，それぐらい

急激に減っていくという流れがある訳なのです。各学校ごとにそれを見て

いくということをしていった時に，更にページをめくっていただいて，

１１ページですね，先ほど後藤課長から，要はいわゆる単学級の学年が出

てくる所，それを青いラインで引いているという説明がありましたね。西

中学校でさえ，１学年１クラスの学年が令和１６年度にはもう出始めると

いう話なのですね。更に１枚めくって，左側ですが，金浦中学校ですね，

令和１３年度には単学級のクラスが出始めるという話なのです。金浦地区

で施設一体型の小中一貫校を設置するために，これまで準備が進められて

きていたのですが，当初の予定どおり１年後に建設を始めたら，令和１１

年度に校舎が完成予定となりますが，校舎が完成したすぐ２年後には，も

う２学級を維持できない学級が出てきてしまうという，そういう厳しい状
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況が既に見えている訳なのです。なので，余計市内全体の学校配置のこと

を考えていかないといけないし，施設一体型という部分についても少し立

ち止まって，本当にどうあるべきかを考る必要があることを示しているデ

ータでもあると思っているところです。実際問題，この後市内全体で中学

校をどうしていくのか，それから小学校をどうしていくのかということを

考えていく際に，先ほどどことどこをどう組み合わせるみたいな，そうい

う表が出ていましたが，これは単純に言うと，子どもの数だけを元に考え

ている訳ですね。こことここをくっつけたらこうなるという，だけれど

も，実際にはそんな簡単なものではなくて，例えば中学校自体は市内全体

で何校あったら良いのかという話ですが，極端なことを言うと，令和１８

年度の時に４６０人となりますが，これはその時点で４６０人というのは

どういう数字を表しているのかと言うと，１学年の生徒数というのが，こ

れは単純に３で割ると１５３.３いくらになるのですね。そうすると何学級

あれば良いかと言ったら，３.８学級あれば事足りるという話なのですね。

だから市内全体で中学校は，要は１学年あたり４学級あったらカバーでき

るよみたいな，そんな厳しい状況になる訳ですね。だけれども，４学級の

学校を１つだけ作った際に，笠岡市内全体の児童がそこに通えるのですか

と言った時に，やはり距離的な部分で当然そこには無理も出てくる，それ

から地形的な部分があるという，だから色々な観点で，そこには考えない

といけない，子どもの数という部分だけではなく，今申し上げたこと以外

にも色々あると思いますが，その辺もしっかり条件を色々出していきなが

ら，意見を闘わせていきながら，あるべき姿というものを，早めに青写真

を描いていく必要があるのかなと思っているところです。それから今まで

小中一貫という部分で，小学校と中学校の一体的になっている部分を，結

構そこが大事だよということで言ってきましたが，実際中学校を集約する

のと同じように，小学校も同じようにやっていって本当に良いのかという

部分も実際にはあると思うし，私も昨年度小学校の校長をしましたけれど

も，小学校の場合は地域に密着していきながら，色々なことで地域で学ぶ

という形も取りやすい部分が実際にあったりしますので，その辺も含め

て，小学校と中学校を同じように考えて良いのか，小と中は別で考えた方

が良いのか，色々な観点がそこにあると思うので，この後また意見の方を

いただきながら進めていけたらなと思っています。この点について，事務

局の方で何かありますか。

後藤課長 当初は北部エリアや金浦ブロックの一体型ありきで適正化を考えてきた

のですが，今教育長が言われたように市内全体を考えて，１０年後・

２０年後を考えないといけないという現実がここにあるということです。
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もう１度立ち止まって，この適正化については再検討していく必要はある

のかと思っています。

西﨑委員 私もこのグラフを見て，こんなにも子供の数が減るのかと驚いていま

す。笠岡市に未来はあるのかと不安になりました。教育長が仰られるよう

に「小学校は地域に密着して地域で学ぶ」体制つくりはとても大切な事だ

と私も思います。中学生は多感な時期で，今までにない考えや思いが生ま

れてくる事もあったりするので，クラス替えができなくなる状況は息苦し

さを感じると思います。ある程度の集団の多さがあると，友人関係に幅が

広がります，思考も豊かになるけれど，中途半端な人数だと「この人はこ

んな人だ。」というレッテルを貼られてしまい，違う自分に気が付けなく

なるし，見いだせなくなると感じています。だから，自分の良さを認めて

育ててくれる少人数校を求める方もいると感じています。ですので少人数

学校の存在は必要だと思います。「フリースクール」が全国に多く開設さ

れる現状を受け止め，フリースクールと学校の連携強化は必要になってく

ると感じます。因みに，神島外中学校は飛島のフリースクール「はぐく

み」との連携はとれていると見ていて感じます。

大重教育長 大切な観点だったと思います。そういったことももちろん議論していき

ながらやっていかないといけないだろうと思いますし，それから，今は神

島外中学校がいわゆる特別転入学制度を導入し，小規模の中で，豊かな自

然の中でやっていますが，ああいった学校の存在意義という部分もあるで

しょうし，色々な観点でやっていかないといけないと，だけれども，市内

全体の学校の配置を考える時に，どこも１学年１学級の学校になっていく

という，そういう設計図を描くということが果たして良いのかどうか。逆

に中学生の場合は本当に多感な時期なので，それこそ人間関係も色々複雑

になっていく中で，クラス替えが全然ない状況のまま３年間行くというこ

とのしんどさもあるでしょうし，それから中学生ならではの，大きい集団

の中で色々なことを実現していく，ダイナミックに実現していくという，

今は多様な人間関係の中で，他者と色々協働しながら課題解決を図ってい

くということもあったりしますが，そういった部分を色々な観点から検討

していく必要があるのかなということを思うので，今は貴重な意見をいた

だいたと思うので，しっかり議論をしていけたらと思います。

杉本委員 小学校を合併していくというのは，私は賛成かなとは思っているのです

が，合併したとて，最初の２ページの将来人口推計の，２０４０年から

２０５０年の，この０歳から１４歳の年少人口の黒線，２５％ぐらいの傾

きで落ちているのを見ると，容易に最後の１０ページの小学校の組み合わ

せで，４００人・５００人規模の組み合わせをせざるを得ないと思ってし
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まいますね。中途半端なやつだったら，１０年後・２０年後で駄目だとい

う風になるではないですか。となると，例えばバスが少ない，バスを用意

するのが大変とか色々あるとは思うのですが，小学校の児童数が何年まで

は複式を発生しないようにしようみたいな，そういう対応年数というか目

標値みたいなものは，これから作っていくのかなとは思うのですが，そう

いうものはもう既にあったりするのですか。令和何年までは少なくとも複

式が発生しないようにしよう，みたいな目標値を作っているのかどうか。

作るべきなのかなと私は思うのですが，結構悲観的な資料を見て議論する

のも大事なのですけれども，ただ目標値みたいなものが絶対，最初に決め

ておかないと話がまとまらないのではないかとは思っているので，そこら

辺は作るべきかなと思いました。

大重教育長 今は小学校は複式が発生しないようにやっていこうということで，絵を

描こうとしているけれども，先々を考えたら，それは複式が発生しないよ

うにみたいなことでは立ち行かないような状況になっていくと思います。

先ほど高梁市の例を出しましたが，高梁市の場合は，それは複式が出てく

るのは仕方ないと，だから究極，１４人以下になったらというラインを引

いていたりする訳ですね。だから，先々の非常に厳しい状況を考えるので

あれば，複式というラインをいつまでそこのラインで行って，そこから先

更に厳しい状況になったら，またラインの引き方を変える必要があるので

はないかという，そのように受け取らせていただいたのですが，要するに

そういうことですよね。その辺は，現時点で将来をどこまでクリアに予測

できるかという部分は，なかなかやはりそこは難しい部分があるので，今

後検討していく時に，基準として設けている，複式というラインとか，そ

れから１学級が２０人を目安にするとか，その辺のラインの引きどころに

ついては，そこはまた色々検討していかないといけないのかなと思いま

す。その辺は事務局としてはいかがですか。

後藤課長 令和１２年までは，推計としては信用できる数字なのかなとは思うので

すが，それ以降の数字というものは，結局生まれていない子どもの数が今

後何人になっていくのかというところになってくると思います。笠岡市全

体で考えるといくらか推計が分かるのですが，これが各学区ごとでいくら

生まれるだろうという数字になってくると，これはまた読みにくい数字に

なっていきます。今年度で言うと，４月に９人，５月に７人，６月に４

人，このペースでいくと，１００人ちょっとしか生まれないような推移に

なってきます。だから，今年度がどうなるかは読めない。今は２００人ち

ょっと切るぐらいですが，これが今年度はもっと減る可能性もあるという

ところで，本当に全然読めない数字です。
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大重教育長 よろしいでしょうか。他にはありますか。

東山委員 結婚したいだったり子どもを持ちたいという子ども達がかなり減ってい

るという情報をよく耳にされると思うのですが，よほど笠岡市が魅力ある

市にならない限り，居住者も移住してくださる方も増えないだろうと思う

と，どんどん減るという方向で考えていけば良いのかと思っています。た

だ，組み合わせなどを見ていても，学校はただ子ども達が通って学ぶ場だ

けではなくて，地域の拠点でもあったり，地域の期待であったりというと

ころがあると思います。そういったところで，地域性とかという組み合わ

せも考えていかないといけないし，地域に向けての説明会をする時の大変

さが今から目に見えるなと思うので，この人数の減り方を早く市民の方に

分かっていただくのも大事だなと思います。あとは，小中一貫教育と学校

規模適正化を同時にこれまで進めてきたことによって，逆に理解が難しく

なってきています。この小中一貫教育は，良いところは色々あって，これ

からも目指そうとされるところでもあったのですが，そういったところの

質問もきっと保護者からは出てくるだろうなと感じます。でも，進めなけ

ればいけないというのは本当にあります。

大重教育長 今仰ったように，数字上の厳しさという部分をまずは本当にしっかり共

有していくというところから入らないといけないのだと思います。そこの

出し方という部分については，色々工夫をしないといけないのですが，こ

ういう厳しい状況にあるけれども，こういう方法を取ることによって，子

ども達の教育環境というものを良い形で保つことができる可能性がありま

すよというような出し方をしていくのかなと思っています。貴重な意見を

ありがとうございました。他にはよろしいでしょうか。

教育委員 （なし）

（４）国指定史跡津雲貝塚の追加指定について（生涯学習課）

安東参事 資料協４－１をご覧ください。笠岡市にとって唯一の国指定の史跡であ

る津雲貝塚ですが，新聞等で報道されましたとおり，一筆の土地がこの史

跡の範囲に追加指定されることが決定しました。協４－２の上の写真で，

中央付近にある太い線で囲まれた範囲が追加指定の範囲です。ちょうどバ

イパスの建設されている西側手，バイパスの少し下側手になる土地で，民

有地です。笠岡市教育委員会では平成２５年から令和元年にかけて，この

津雲貝塚の周辺の発掘調査を進めてきました。その結果，協４－３をご覧

ください。この土地の地下において，多量の貝殻を含む層が残っていると

いうことが分かりました。これは上の貝塚の土地から縄文時代に流れてき

た土ではあるのですけれども，その中からは協４－４にあるように，大量
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の縄文土器・石器・土偶の頭部も出ていますが，貝殻や動物の骨などが出

てきて，非常に良好な残りであるということが判明しました。また，貝塚

の南側や西側は，江戸時代の干拓で地面の下が壊されているので，水際の

環境を知ることができる唯一の視点であり，この度追加指定ということに

なりました。正式な追加指定は令和６年秋頃に官報告示がなされるので，

その時点をもって追加指定ということになります。私どもとしては，今後

もこの津雲貝塚の保存・活用に向けた取り組みを順次進めていきたいと考

えています。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

（５）笠岡市立図書館の行事等について（生涯学習課）

古宮課長 資料協５－１から協５－４をご覧ください。まず１つ目の行事，協５－

１・協５－２にある笠岡こども司書養成講座です。こちらについては，平

成２３年度から市内の小学校５・６年生を毎年１０名程度募集し，司書の

仕事の体験実習をしていただく事業になっています。開催期間としては夏

休み期間中を予定しているので，毎年多くの子どもさんに来ていただいて

います。

続いて，協５－３・協５－４をご覧ください。こちらが図書館の平和講

座及び関連行事になります。広島市に原爆が投下されてから７９年目を迎

えますが，被爆者の中に海外からの留学生がいたということは，実はあま

り知られていません。本講座により，核の悲惨さと平和について考える機

会を持っていただきたいと思っています。特に笠岡市と友好握手都市であ

るマレーシアのコタバル市からの留学生も，実はここで被爆したというこ

とがあり，その関係で今回講座を開催するようになっています。また，関

連行事としては，広島平和記念資料館に協力いただき，所蔵資料の展示，

併せて原爆や戦争，平和に関する図書コーナーの展示，来館者に折っても

らった折り鶴を平和祈念公園の方へ献納を予定しています。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

（６）笠岡市立カブトガニ博物館の行事等について（生涯学習課）

古宮課長 資料協６－１をご覧ください。こちらについては，博物館の３３年間に

渡って蓄積されたカブトガニの知識や，普段では見られないような深掘り

した情報を公開することで，より深い学びや気づきのきっかけとなること

を目的として実施することにしています。
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大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

（７）笠岡市立竹喬美術館特別展「芸術の都パリに集った巨匠たち」の開催について

（生涯学習課）

古宮課長 資料協７－１から協７－３をご覧ください。こちらは竹喬さんが大正

１０年に渡欧していまして，この展示の作品については，当時竹喬さんが

憧れ衝撃を受けた西洋絵画の迫力を実感できる内容となっています。ま

た，竹喬美術館の２階に展示している竹喬作品と併せて見ていただくこと

で，渡欧によって西洋絵画を直接見た竹喬さんががらりと画風を変えたこ

とがよく分かると思っています。チラシ裏面には関連イベント情報も掲載

しているので，併せてご覧いただければと思います。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

（８）その他

● 真鍋中学校の土砂災害について（教育総務課）

松尾課長 本日配布の資料「真鍋中学校の土砂災害について」報告をさせていただ

きたいと思います。今回は，５月２７日（月）から２８日（火）にかけて

の大雨によって，真鍋中学校での土砂災害が発生したことの報告です。被

災日時は令和６年５月２８日の１３時頃で，被災場所は真鍋中学校内の管

理・特別教室棟裏法面で，資料の裏面の配置図に災害場所の位置を斜線で

示しています。なお，真鍋中学校の校舎については，老朽化が著しい木造

の建物となっているため，生徒の安全確保を第一に考えて，真鍋小学校が

休校になるタイミングで，令和４年４月以降は小学校の鉄骨造の校舎の方

を使用しているので，この管理・特別教室棟は現在使用していない校舎と

なっています。被害対応状況については，管理・特別教室棟の法面が幅

１０ｍ，高さ４ｍの範囲で崩落しており，直ちに校舎裏及びテニスコート

の跡地への土地利用を禁止しました。被災の翌日の５月２９日に建設部の

職員と一緒に現地確認を行い，６月１日に応急措置としてシート養生を行

っています。また，校舎裏にあるトイレについては，平成２８年に洋式

化・乾式化の大規模改修を行っているため，現在も生徒たちが使用してい

る頻度が高いトイレとなっているので，６月１３日にトイレの周辺の土砂

等の一部を撤去して，水や土砂がトイレに入ってこないようにしていま

す。今後，設計費用を９月補正予算に計上し，その後，文部科学省の公立

学校施設災害復旧費国庫負担金を活用して，現状回復のための工事を実施
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したいと考えています。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

● 令和６年度笠岡市教育便覧（案）について（教育総務課）

松尾課長 本日配布の別冊「令和６年度笠岡市教育便覧（案）」をご覧ください。

内容的には，資料編的なものになっています。１ページをめくっていただ

くと，目次がありますが，教育行政・学校教育・生涯学習の３つの分野で

構成されています。教育行政については，教育委員会や事務局，教育機関

について，それから教育財政についてや，教育の基本理念，基本方針，施

策の体系などを記載しています。また，学校教育の分野においては，学級

数，児童生徒数，職員数，学校施設について，教職員の研修について，特

別支援教育や教育相談室の業務等についてや，学校給食についてなどを記

載しています。そして，生涯学習の分野においては，生涯学習や社会教育

についての文化やスポーツについて，社会教育施設や文化施設について，

スポーツ施設やその他の施設についてなどが記載されています。ご覧いた

だいて，何かお気づきの点や意見等がありましたら，７月１０日までにメ

ール等でいただければと思っています。その後，表記等に修正があれば，

修正をした後，ホームページにアップするとともに，学校や公民館等に配

布する予定です。

大重教育長 それでは，何か委員の皆様からご質問・ご意見はありませんか。

教育委員 （なし）

大重教育長 では，しっかり見ていただいて，お気づきの点についてはまた報告いた

だけたらと思います。他にはよろしいでしょうか。委員の皆様方からもよ

ろしいでしょうか。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，閉会に移らせていただけたらと思います。長時間にわたり，

貴重な意見等をたくさんいただき，ありがとうございました。次回の定例

会は７月１９日（金）の１５時から当教育委員会会議室において行うとい

うことですので，よろしくお願いします。お疲れ様でした。


